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日時： 6月3日（日） 13：00－15：00 

場所： 宇都宮大学峰キャンパス  

     UUプラザ2階 コミュニティフロア 

〔赤城修司氏プロフィール 〕 

1967年福島県生まれ。1989年筑波大学芸術専門学群洋画コース卒業。青年海外協力隊員とし1994年

より2年間ブルガリアに滞在、美術教師として活動。出品展に「未来の体温 after AZUMAYA」（山本現

代、アラタニウラノ、2013）、「Transmission」（スタジオ35分、2014）、「赤城修司＋黒田喜夫－種差デコン

タ2016」（八戸市美術館、2016）、「Perpetual Uncertainty」（マルメ美術館スウェーデン、2018）他。また、

2015年より「グランギニョル未来」に参画、同メンバーとして帰還困難区域で開催の“見に行くことができ

ない展覧会”「Don’t Follow the Wind」に出品中。写真集に『Fukushima Traces,2011-2013』（Osiris、

2015）。現在、福島市在住、高等学校美術教員。 

主催・問い合わせ先：宇都宮大学国際学部 清水奈名子研究室 nshimizu@cc.utsunomiya-u.ac.jp 

後援：宇都宮大学国際学部附属多文化公共圏センター「福島原発震災に関する研究フォーラム」 

本企画はJSPS科研費JP 16K12368並びにJP17K12632の助成を受けています。 

先着80名 

入場無料・事前予約不要 

大学構内の駐車場利用可能 

同時に開催される写真展の 

情報は裏面参照 

写真は赤城修司氏撮影・提供 



日時：６月２日（土） 9：00 － 17：00  

    ６月３日（日） 9：00 － 17：00 

場所：宇都宮大学峰キャンパス  

    UUプラザ2階コミュニティフロア 

 写真展   赤城修司展   

3.11以降の福島市において、高校の美術教員を続けながら「日常の中の非日常」 

を撮影し続けている赤城修司さんの写真展と講演会を開催します。日常生活のな 

かに遍在する被害の記録から、原発震災によって私たちが暮らす社会がどのよう 

に変化してきたのかについて、考えてみませんか。  
 

主催・問い合わせ先：宇都宮大学国際学部 清水奈名子研究室 nshimizu@cc.utsunomiya-u.ac.jp 

後援：宇都宮大学国際学部附属多文化公共圏センター「福島原発震災に関する研究フォーラム」 

本企画はJSPS科研費JP 16K12368並びにJP17K12632の助成を受けています。 

入場無料・事前予約不要 

大学構内の駐車場利用可能 

同時に開催される 

講演会の情報は裏面参照 

写真は赤城修司氏撮影・提供  


